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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
倉林 修司

おいしく健康的な惣菜を多くの食卓へ
当社は、“おいしく健康的な惣菜”を自社工場でつくり、主に首都圏のスーパーマーケットを通じて、各家庭へ提

供してまいりました。今後、お客様の多様なニーズに一層お応えできるよう、おいしく健康的な商品のラインアッ
プを拡充し、より多くのお客様に味わって頂きたいと思っております。
今回、100億企業への成長を通じて、地域内での仕入れ拡大や雇用の創出など、地域経済への波及効果も生み出

してまいります。また、社員の成長を後押しする環境づくりをし、新規人員の採用や定着をしてまいります。さら
に、増収を原資として、従業員へ一定の賃上げをして、従業員へ還元してまいります。

2036年の100億円達成に向け、年率20％程度の成長を目指す。 1. 惣菜等の生産キャパシティ拡大
2. 工場レイアウト・動線の最適化による生産性向上
3. 既存顧客からの受注強化およびノウハウ蓄積
4. 更なる増収策の検討
5. 社員の新規採用・定着惣菜(自社工場で調理)

〇本社所在地：埼玉県本庄市児玉町金屋

215番地6

〇事業概要：食品製造・卸売り、食料品

輸入販売、ゴルフ場経営業など

〇常時使用する従業員：46名

（2025年9月時点）

〇現在の売上高：15億円

（2025年9月期）

〇法人番号：7030001060612

〇Web：Webサイトなし

株式会社倉林（食品製造業）

1. 社長を責任者とし、国内事業部・海外事業部で、全社の取組と
して実行する。

2. 一定の賃上げをし、新規人員も確保することで、100億を実現
する人員体制を構築する。

3. 次世代を担う管理職候補をプロジェクトメンバーに抜擢し、中
長期的な育成と全体最適の視点を養う。

4. OJT・OFF-JTの両方で人材の成長を後押しする体制を構築す
る。

1. 【大型設備投資】新工場を建設し、惣菜等の生産キャパシティ
を拡張し、現在来ている受注に対応

2. 【生産性向上】
工場の配置を見直し、一部の作業を機械化して生産性を向上

3. 【更なる増収策】
①【新商品開発】新商品の開発・販売
②【アジアでの展開】アジアからの輸入・国内販売の強化
③【M＆A】他社を統合し、国内外の需要に応える
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